
栃木県公立学校の不登校の現状

不登校児童生徒の割合の推移

○全校種で栃木県、全国とも増加傾向にある。
○小学校では栃木県は全国とほぼ変わらない傾向である。
○中学校及び高校（全日制）では、全国より高い傾向にある。
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※栃木県のデータは本県公立学校の、全国のデータは全国の国公私立学校のデータである。1

H30 R1 R2 R3 R4

栃木県 737 900 973 1,181 1,558

全国 44,841 53,350 63,350 81,498 105,112

実人数 （人）

H30 R1 R2 R3 R4

栃木県 2,100 2,207 2,380 3,007 3,579

全国 119,687 127,922 132,777 163,442 193,936

H30 R1 R2 R3 R4

栃木県 508 465 368 537 758

全国 38,840 37,223 31,805 38,432 47,187

実人数 （人） 実人数 （人）

0882895
資料番号



欠席日数が30

日以上90日未

満であった

欠席日数が90

日以上（出席日

数10日以下を

除く）

出席した日数が10

日以下であった

一日も出席

しなかった

0%

25%

50%

75%

100%

栃木県 全国

中学校

欠席日数別不登校児童生徒の割合 令和４年度

栃木県公立学校の不登校の現状

○全校種で栃木県、全国ともほぼ同様の傾向にある。
○小学校に比べ中学校は90日以上欠席する生徒の割合が高い。
○高校（全日制）では、30日以上90日未満の割合がほとんどである。
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※栃木県のデータは本県公立学校の、全国のデータは全国の国公私立学校のデータである。2
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不登校の理由（教員の見立て） 令和４年度

栃木県公立学校の不登校の現状

○全校種で栃木県、全国とも「無気力・不安」が高い。
○全国と比べ栃木県は、小学校では「家庭に係る状況」がやや高く、中学校では「あそび・
非行」が低い。

○高校では、「入学・進級」の割合が高い一方、 「あそび・非行」は低い。
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※栃木県のデータは本県公立学校の、全国のデータは全国の国公私立学校のデータである。
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学校内外の専門機関等（※１）で相談･指導等を受けていない（※２）不登校児童生徒の割合

（※１）教育支援センター、児童相談所、病院、養護教諭、スクールカウンセラー等の相談員等
（※２）相談･指導等を受けていない不登校児童生徒には、担任等の教職員が相談・指導をしている場合を含む
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栃木県公立学校の不登校の現状

○全校種で、栃木県、全国とも専門機関等で相談・指導を受けていない児童生徒が増加傾向にある。
○小中学校では、全国と比べ栃木県は専門機関等で相談・支援を受けていない不登校児童生徒の割合
が高い。

○高校（全日制）では、全国と比べ栃木県は低い。

4

H30 R1 R2 R3 R4

栃木県 171 245 271 386 608

全国 10,294 13,133 19,354 26,934 36,646

H30 R1 R2 R3 R4

栃木県 679 717 837 1,202 1,676

全国 34,878 40,460 47,940 61,997 77,571

H30 R1 R2 R3 R4

栃木県 180 114 102 164 246

全国 15,390 12,768 11,103 13,695 17,120

実人数 （人） 実人数 （人） 実人数 （人）



学校内外の専門機関等で相談･指導等を受けている不登校児童生徒（※１）の割合

（※１）教育支援センター、児童相談所、病院、養護教諭、スクールカウンセラー等の相談員等の専門機関等で相談・指
導等を受けている不登校児童生徒（複数回答）
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栃木県公立学校の不登校の現状

※栃木県のデータは本県公立学校の、全国のデータは全国の国公私立学校のデータである。5

参考

H30 R1 R2 R3 R4

栃木県 566 655 702 795 950

全国 34,547 40,217 43,996 54,564 68,466

実人数 （人）

H30 R1 R2 R3 R4

栃木県 1,421 1,490 1,543 1,805 1,903

全国 84,809 87,462 84,837 101,445 116,365

H30 R1 R2 R3 R4

栃木県 328 351 266 373 512

全国 23,450 24,455 20,702 24,737 30,067

実人数 （人） 実人数 （人）



不登校児童生徒のうち、ＳＣや相談員等の相談･指導等を受けている割合（複数回答）
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栃木県公立学校の不登校の現状

○小中学校については、栃木県、全国とも減少傾向にある。
○高校（全日制）については、減少傾向にあったが令和４年度に増加に転じた。

※栃木県のデータは本県公立学校の、全国のデータは全国の国公私立学校のデータである。6

H30 R1 R2 R3 R4

栃木県 278 338 384 415 517

全国 18,551 21,652 25,244 30,716 38,090

実人数 （人）

H30 R1 R2 R3 R4

栃木県 748 808 856 899 958

全国 44,098 45,490 47,081 54,700 61,565

H30 R1 R2 R3 R4

栃木県 237 251 186 230 369

全国 13,341 12,490 11,696 13,678 15,496

実人数 （人） 実人数 （人）



不登校児童生徒のうち、教育支援センターで相談･指導等を受けている割合（複数回答）
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栃木県公立学校の不登校の現状

○小中学校については、栃木県、全国とも減少傾向にあるが、全国と比べ栃木県は高い。

※栃木県のデータは本県公立学校の、全国のデータは全国の国公私立学校のデータである。7

H30 R1 R2 R3 R4

栃木県 104 118 136 124 129 

全国 4,660 5,550 6,024 7,283 8,042 

H30 R1 R2 R3 R4

栃木県 304 328 337 393 416

全国 15,094 16,145 15,412 17,926 17,250

実人数 （人） 実人数 （人）



栃木県におけるこれまでの主な不登校対策について

新たな不登校を生まない取組（予防の取組）
不登校児童生徒への支援

未然防止（魅力ある学校づくり） 初期対応（早期発見・早期対応）

■ 経済的支援
教育支援センターへの通所にかかる費用を補助
■ ふれあいキャンプ
不登校児童生徒を対象に１泊２日の宿泊学習を実施

■ 教師向け指導資料の作成
不登校の予防に向けた初期対応の取
組についての資料を作成・配布

■ 学校への支援
指導主事等が年数回学校を訪問し、学
校の「学びに向かう集団づくり」と「意欲
的に取り組む授業づくり」（学業指導）の
取組を支援

■■■ SC、ＳＳＷの配置拡充
各学校へのスクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカーの配置を拡充

（ＳＣ：Ｒ２全公立小・中学校配置完了・R6全公立高校配置完了 、ＳＳＷ：Ｒ２ 10人→Ｒ６ 42人）
■■■ いじめ・不登校等対策チームの設置

各教育事務所に指導主事やスクールサポーター（教員OB）からなるチームを設置し、学校訪問や電話・来所相談等を実施

■■■ 子どもに関する相談窓口での相談受付
電話やメール、ＳＮＳ、総合教育センターへの来所等による不登校に関する相談受付

■■■ 不登校総合対策検討委員会
学識経験者やＳＣ・フリースクール等の青少年支援関係者、学校関係者等（R6は12名）に委員を委嘱し、栃木県における不登

校総合対策について検討する。令和6年度は年３回程度を開催予定。

■■■ 児童生徒対象の「学校生活に関する意識調査」
全ての県内公立学校の小学校６年生、中学校２年生、高校２年生（全日制）を対象に、１人１台端末を活用して実施。児童生徒

の欠席状況や欠席につながる要因等を明らかにする。

■ 実践研究
実践校（県立学校３校）において、
学校における居場所と絆づくり（安
心できる学校・教室づくり）を研究。
年3回指導主事等を学校に派遣する。

■■ 「心の健康観察アプリ」の試行
県内公立学校35校において、メンタルヘルス
の悪化や児童生徒が発するSOSを早期に把握し
早期支援につなげるアプリを、一人一台端末を
活用して試行し、効果を検証する。

■ 校内教育支援センターへの支援
校内教育支援センター等において児童
生徒への支援や相談を行う学習指導員の
配置費用を助成。
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